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当院の施設スペースの紹介 

◆脳トレ スペースの紹介 

回復期リハビリテーション病棟の患者様は

１日のうち２～３時間リハビリテーションを

実施します。しかし、感染対策の兼ね合いもあ

り、リハビリテーションの時間以外は自室で過

ごす時間が多いのが現状です。そこで当院では

作業療法士が中心となり病棟内のホールを活

用し、患者様が脳トレ等のアクティビティを実

施できるスペースを用意しています。当院の脳

トレスペースにはクロスワード/ナンプレ/記

号問題/計算/間違い探し/漢字パズルスケルト

ン/アロークロスといった様々なプリントを用

意しています。その他にもトランプや囲碁とい

ったゲームや読書、塗り絵、ネット手芸、編み

物等も行えるようになっており、患者様の趣味

や嗜好に合わせた余暇活動を過ごせるように

工夫しています。 

◆スペースの活用について 

脳トレスペースについてはリハビリテーション時間外の活用はもちろんです

が、作業療法内でのアクティビティとしても活用しています。下記の興味関心チ

ェックリストという評価用紙を使用し、趣味嗜好を患者様が選択しやすくなる

ように工夫しています。評価用紙をきっかけに患者様の昔話や趣味等でお話が

盛り上がることも少なくありません。 

患者様が退院後もアクティビティを継続し、QOL（生活の質）が向上するよう

にこれからも工夫していきたいと考えております。 

 

 

 

（作業療法士 さいとう） 

図 興味/関心チェックリスト（左）と使い方（右） 

 



 

 

認定理学療法士全員合格しました 

リハビリテーション部門には、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士と大きく

3つの部門があります。それぞれ専門性があり、互いに補完し合っています。 

理学療法士には先んじて認定制度というものがあり、資格を取った後に自分

の専門性を担保するために当院では取得を推奨しています。2021 年度の試験に

おいて 16名全員が合格をしました。全国の平均としては 8%程度ですが、今回

の合格により 20⇒44%と認定取得者の割合が全国平均と比較してさらに増加

しました。 

認定理学療法士の試験に臨むには、まず複数年の臨床経験と研修会等への参

加、学会発表などを経験し受験資格を得る必要があります。そしてその過程で臨

床や社会人として必要な知識を多く勉強したり経験していきます。試験の内容

は、知識のみではなく臨床で経験した 10例の症例レポートを提出し合格点を取

る必要があります。 

資格を取ることが目的ではなく、それを日々の仕事にいかしていくことが大

切なことです。とは言え、16名全員合格という喜ばしい結果となりました。 

これからも花川病院リハビリテーション部は、皆様の期待に応えられるよう

一致団結して精進していきます。 

 

 

 

 

                        （理学療法士 まえだ） 
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第２４回石狩リハビリテーション地域連携懇話会 

5月 26日第24回石狩リハビリテーシ

ョン地域連携懇話会を開催しました。 

今回は当院副理事長の生駒 一憲先生

に「高次脳機能障がい者の社会復帰」

について講演いただきました。今回の

講演で「見えない障害」と言われてい

る高次脳機能障がいの原因、主な症状

と対処方法、活用できる制度や社会資

源について大変わかりやすく勉強になる内容でした。当院回復期リハビリテー

ション病棟においても、脳血管疾患や交通事故・仕事中の事故等が原因で、高次

脳機能障がいを抱える患者様が入院されてきます。患者様の退院後の生活を支

える精神保健福祉手帳、成年後見制度、障害年金、就労支援等、日々の実践に繋

がる内容を振り返ることができ、大変有意義な時間となりました。特に「高次脳

機能障がい者の就労支援での注意点」で挙げられていた、 

・見ただけではわからない、少し話しをしただけではわからない。 

・能力低下がまばらである、低下していない機能もある。 

・一つのことができても、同種の他のことができるとは限らない。 

・できる場合でも、量が多くなるとできない、環境が変わるとできない。 

コロナで外出訓練や家族、職場の方との交流が限られている中、日々の実践でチ

ーム内のスタッフで話し合い、退院後の実際の生

活状況を見据え、住み慣れた地域での暮らしがよ

り良いものになるようしっかり支援していきた

いと改めて実感しました。オンラインならではの

道外遠くは沖縄からも参加いただき、332 名の医

療機関、事業所の皆様と大変有意義な時間を過ご

すことができました。たくさんの方々に参加いた

だき誠にありがとうございました。 

次回は 10月 12日（水）18時 30分より北海道大学病院リハビリテーション科

教授 向野 雅彦先生による「リハビリテーションにおける機能評価手法の革

新に向けて」と題しまして講演開催を予定しております。詳しくはホームページ

等でお知らせ致しますので、たくさんの皆様のご参加をお待ちしております。 

 

（MSW とみい） 



 

 

総務課の仕事・職員のご紹介 

総務課は、事務部門の心得の「正確・迅速な事務処理」「医療職が働きやすい

環境づくり」「心を豊かにするサポートの実施」のいずれも密接に関わっている

部署であり、質の高い医療の提供と病院の運営を裏側から支える部署です。 

総務課の仕事内容は「その他の部署では扱わないが、法人にとって必要不可欠な

業務の全て」であり、非常に広範囲な業務に携わります。 

主に健育会グループ事務部門の大きな役割である医療職のサポート業務の他、

全社的コミュニケーションの橋渡し役や全社的活動の推進の業務が挙げられ、

取り扱う業務は多岐にわたります。そのため、現場に積極的に出向き、法人内の

あらゆる部署・職種と連携を取りながら日々業務にあたっており、院内で働いて

いる職種の方と協働していくことが求められます。医療専門職のように直接患

者様に対応することは少ないですが、「医療職のサポート」を担う部署としては

現場との距離が最も近い部署であると考えます。医療に携わる現場の職員の目

線に立ち、より職員が働きやすい環境作りのため日々精進したいと思います。現

在総務課は 5名おり、今回は 2名の職員を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（総務課 たかはし） 

初めまして。2021 年 2月から入職しました総務課の髙橋広大と

申します。初めての就職ということでとても緊張していました

が、先輩方に助けていただきながら、日々仕事に取り組んでおり

ます。まだ慣れない仕事ばかりですが、どんどん仕事を覚え、病

棟やリハビリに少しでもいい環境で仕事をしてもらえるよう努

めていきたいと思います。 

 

 
初めまして。2021 年 9月より総務課に入職しました冨山正将と

申します。これまでは IT 業界におり、主にインフラに関するシ

ステム開発を行っておりました。現在は総務の他に病院を含む関

連施設全体のシステム管理全般も担当しております。医療現場の

システムの保守業務は未経験でしたが、今まで開発側の人間とし

て培ってきたノウハウをいかし、日々業務に勤しんでおります。

総務業務及び医療現場のシステム担当として働くことは初めて

ですが、自分にできることを確実にこなし医療現場の第一線で活

躍されているスタッフを積極的にサポートしていけるよう努め

て参りますのでよろしくお願いします。 

 



 

 

お口で食べることは大事 

 

 

 

 

日常生活における楽しみは何ですかと、高齢者に問いかけると？『食事』という

答えが多くきかれます。毎日をいきいき過ごすためにはお口の機能の維持管理

が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯医者さんで定期健診をしましょう。入れ歯に物が入る、最近食事中ムセてしま

う。口が渇いてしまう。など何か小さな変化があれば、迷わず歯医者さんへ行き

ましょう。 

                                                  （歯科 にしだ） 

食べる事が何より 
いちばんの楽しみ 

 

い つ ま で も 自 分 の 口 か ら お 食 事 を

 



 

 

ボランティア活動・健康教室はじめました 

ボランティア活動  

コロナウィルスの流行により当院で

のボランティア活動を休止し石狩市

社会福祉協議会ボランティアセンタ

ーでのみ活動をお願いしておりまし

たが、令和 4年 6月よりはなリビン

グ（旧ふれあいクリニック）にてボ

ランティア活動の受け入れを行うこ

ととなりました。      

検温、手指消毒、健康観察などの感染対策

にも皆様進んで協力くださりスムーズに作

業が進められていきます。病棟での余暇活

動『ペーパークラフト』で患者様が作成し

ていく下準備を行っていただきました。紙

皿を指定の

大きさに切り取る、絵の具を塗る等あっという

間に仕上がっていきます。コロナウィルス流行

後は職員が準備しておりましたが今後も地域の

皆様に活躍していただける場になるよう活動を

継続していきたいと思います。 

健康教室     

 

7 月 12 日はなリビング（旧ふれあい

クリニック）にて「健康教室」を開催

しました。以前は当院 1階ロビーにて

行っておりましたが、残念ながらコロ

ナウィルスの蔓延でしばらく中止にな

っていました。しかし今年度から場所

を変え定員を設けて開催をすることに

なりました。 
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今回は夏の時期にピッタリの「夏に気をつけたい病気とその予防」と題しまして 

熱中症と食中毒について当院の保健師池田よりお話をさせていただきました。

当日は 4 名の参加があり皆様熱心にお話を聞いていました。参加者からは「テ

レビ等でよく聞く話題だけど改めてじっくり話を聞くと、わからないことや知

らないことが多かったので参考になった」と大変好評でした。これからも健康に

関する情報をお届けしていきたいと思います。今後の開催日時、内容につきまし

てはホームページに掲載致しますのでご覧ください！！ 

                         

（地域連携相談センター） 

 

新入職員紹介 

 初めまして、2022 年 4月より２階回復期リハビ

リテーション病棟へ MSW として入職いたしまし

た源通英将（げんつうひでまさ）と申します。前職

は精神科病院で事務職及び相談業務を担当してお

りました。 

 精神科病院以外での医療機関は初めての勤務に

なりますが、新たな経験や発見ができることが楽し

みであり、早く相談業務や退院調整等で皆様のお役

に立てるように尽力したいと考えております。趣味

はスポーツ観戦やドライブ、海釣りに行くことです

が、コロナ禍ということもあり最近は公園や近所を

散歩して過ごしております。先輩方に助言をいただきながら少しでも良い支援

ができるように努力致しますので、どうぞよろしくお願い致します。 

（MSW げんつう） 

 

編集後記 

9 月といえば・・・食欲の秋、芸術の秋、皆様はどんな秋をお過ごしでしょうか？今年は夏バテするほど

の暑さにもならなかったような気もしますが・・・ 

さて当院では 7月には夏祭りを、そして敬老の日には行事を開催する等、感染対策を徹底し患者様

に季節を楽しんでいただけるよう努めております。コロナ渦で、大切なご家族との時間がなかなか作れない

状況において、いかに楽しく過ごしていただくか、それを家族の皆様とどのように共有するか非常に大切なこ

とと思っております。写真やメール、電話や面会等できる限り対応し、引き続き職員一同、持ち込まない・

広げないを目標に安心して過ごしていただけますよう取り組んで参ります。 

 


